
市市民民にによよるる市市民民ののたためめののメメデディィアア研研究究〈〈第第６６回回〉〉

続続・・くくににたたちち市市民民メメデディィアア構構想想会会議議
――わわたたししたたちちががメメデディィアアををつつくくるるなならら――

こ
の
講
座
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
信

頼
の
ゆ
ら
ぎ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

の
普
及
な
ど
を
受
け
、
こ
れ
か
ら
の
メ

デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
や
「
市
民
メ
デ

ィ
ア
」
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
１
月
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
家
坂
平
人
さ
ん
と
本
山
君

江
さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
の
講
座
報
告
と

受
講
し
て
感
じ
た
こ
と
、
今
後
へ
の
期

待
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
私
た
ち
の
問
題
意
識
【
家
坂
】

市
民
は
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
必
要

な
正
し
い
情
報
を
得
て
い
る
か
？

私

自
身
の
答
え
は
Ｎ
Ｏ
で
し
た
。
そ
れ
は

な
ぜ
か
？

３
・
１１
以
後
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
、
私
た
ち
は「
正

し
い
」
情
報
を
受
け
取
っ
て
こ
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
か
？

む
し
ろ
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
口
コ
ミ
を
通
じ
て
得
る
こ
と
の

で
き
た
情
報
の
ほ
う
が
、「
信
頼
で
き

た
」
経
験
が
あ
る
の
で
は
？

ま
た
、

私
た
ち
は
情
報
の
「
受
け
手
」
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？

「
送
り
手
」
に

な
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
？

こ
う
し
た
疑
問
や
問
題
意
識
は
、
少

な
く
な
い
市
民
が
感
じ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
講
座
で
は
、
こ
れ
ま
で
数
回
に

わ
た
っ
て
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
を
深
め

る
中
で
、
私
の
問
題
意
識
と
の
間
の
合

致
点
と
相
違
点
に
気
付
か
さ
れ
る
と
同

時
に
、
他
の
参
加
者
の
多
様
な
問
題
意

識
に
も
遭
遇
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

以
下
で
は
、
ま
ず
こ
れ
ま
で
の
講
座
の

内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
講
座
を
振
り
返
っ
て

【
家
坂
、
本
山
】

第
１
回
「
こ
れ
か
ら
の
報
道
と
市
民

の
リ
テ
ラ
シ
ー
」
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
俯
瞰
す
る
視
点
か

ら
、「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
」
が
内
包
す

る
問
題
、
権
力
の
監
視
や
公
正
性
か
ら

見
た
報
道
姿
勢
、
基
本
で
あ
る
「
取
材
」

の
不
十
分
さ
、
さ
ら
に
は
従
前
に
は
な

い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
倫
理
と
い
う
視

座
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
、
提
示
さ
れ
た
情
報
を
正
し
く

読
み
取
り
理
解
す
る
能
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

（
次
頁
へ
続
く
）

はじめ

講 師 白石 草（OurPlanet-TV代表、一橋大学等講師）

地域におけるメディア実践のあり方を参加者の皆さん

と議論する市民会議の第二弾。ゲスト講師はインターネ

ット放送の先駆者であり、各地でメディアづくりのワー

クショップ講師も務める白石草さんを引き続きお招きし

ます。国内外の市民によるさまざまな情報発信の試みに

学びながら、国立らしい「市民メディア」を共に考えて

みませんか。今回からの参加も大歓迎！

〈白石さんの本〉『メディアをつくる』（岩波書店）、『ビ

デオカメラでいこう』（七つ森書館）ほか多数

と き ９月１日（土）昼２時～５時

ところ 公民館 地下ホール 定員 ５０名（先着順）

申込先 ８月９日（木）朝９時～

公民館�（５７２）５１４１

発行

国立市公民館
〒１８６‐０００４
国立市中１‐１５‐１

� ０４２‐５７２‐５１４１
FAX０４２‐５７３‐０４８０

休館日：毎週月曜日

３．１１以後のメディア問題と、

市民によるメディアづくりを学ぶ

�連続講座「市民による市民のためのメディア研究」�

（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、

【第４回】講師：上杉隆さん

多くの実例が紹介されました

参加者募集中！
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2012年（平成24年）8月5日く に た ち 公 民 館 だ よ り第６３０号（1）



第
２
回
「〈
オ
ン
ナ
・
コ
ド
モ
〉
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
で
は
、
圧
倒
的
な

「
権
力
側
」
視
点
の
報
道
か
ら
〈
オ
ン

ナ
・
コ
ド
モ
〉
で
表
象
さ
れ
る
い
わ
ゆ

る
社
会
的
「
弱
者
」
の
視
点
か
ら
の
情

報
に
送
り
手
・
受
け
手
の
双
方
が
視
座

の
重
点
を
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
新
た
な
地
平
が
切
り

開
け
る
と
い
う
、
新
鮮
で
深
い
考
察
の

糸
口
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

第
３
回
「
市
民
メ
デ
ィ
ア
の
現
状
と

課
題
」
で
は
、
講
師
の
下
村
さ
ん
の
お

話
の
後
、
大
き
く
３
つ
の
テ
ー
マ
で
分

類
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
参
加
者
ど
う
し
の
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。
全
体
の
質
疑
な
ど
で
は
出
づ
ら

い
よ
う
な
、
き
め
細
か
い
意
見
が
出
る

の
が
、
少
人
数
グ
ル
ー
プ
分
け
の
い
い

と
こ
ろ
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
一
緒
だ
っ

た
学
生
さ
ん
か
ら
は
、
驚
く
話
も
聞
け

ま
し
た
。
一
体
ふ
だ
ん
情
報
を
ど
こ
か

ら
入
手
す
る
の
か
。
そ
れ
自
体
が
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。
知
り
た
い
情
報
を
知
り

た
い
時
に
、
好
き
な
場
所
で
、
好
き
な

時
に
入
手
す
る
。
今
や
パ
ソ
コ
ン
の
前

に
留
ま
る
こ
と
す
ら
し
な
い
環
境
で
の

情
報
収
集
。
今
ど
き
の
学
生
の
話
は
な

か
な
か
聞
け
る
機
会
が
な
い
の
で
、
新

鮮
で
し
た
。

「
一
つ
の
場
所
で
時
間
と
問
題
意
識

を
共
有
す
る
」、
自
分
以
外
の
人
々
の

意
見
に
も
耳
を
傾
け
、「
議
論
し
な
が
ら

自
問
自
答
し
て
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら

物
事
を
考
え
る
」。
こ
ん
な
こ
と
の
繰

り
返
し
か
ら
、
初
め
て
情
報
の
受
け
取

り
方
、
発
信
の
し
か
た
は
、
成
長
し
て

い
く
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
さ
せ

ら
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
４
回
「
報
道
と
情
報
発
信
の
こ
れ

か
ら
」で
は
、
劣
化
し
た
報
道
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
の
現
状
か
ら
メ
デ
ィ
ア
は
存

在
し
て
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
存
在
し

な
い
と
の
論
点
が
導
き
出
さ
れ
、
多
様

な
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
に
新
た
な

可
能
性
が
見
い
だ
せ
る
と
の
結
び
に
希

望
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
講
座
後
の「
ふ
り
返
り
・
講
座
準
備
会
」

【
本
山
】

国
立
市
公
民
館
の
講
座
に
は
初
め
て

参
加
し
ま
し
た
が
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク

だ
と
思
っ
た
の
は
、
毎
回
講
座
の
後
に

ふ
り
返
り
会
・
講
座
準
備
会
を
行
い
、

参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
感
想
、
要
望
な

ど
、
市
民
の
声
を
柔
軟
に
吸
い
上
げ
な

が
ら
、
そ
の
後
の
講
座
に
反
映
さ
せ
て

い
く
と
い
う
運
営
方
法
で
す
。

自
分
た
ち
の
声
が
反
映
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、
参
加
者
の
意
識
向
上
に
も

な
り
ま
し
た
。
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
、

立
場
を
超
え
た
参
加
者
ど
う
し
の
意
見

交
換
は
、
刺
激
に
な
る
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。
意
見
の
違
い
を
認
め
合
い
な

が
ら
、
煮
詰
め
て
い
く
。
そ
れ
そ
の
も

の
が
あ
る
種
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
よ

う
な
感
覚
で
し
た
。

よ
り
意
味
の
あ
る
講
座
に
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
に
も
、
一
方
的
な
発
信
で

は
な
い
、
主
催
者
側
と
参
加
者
が
共
に

つ
く
る
講
座
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
が
ま
さ
に
「
市
民
に
よ
る

市
民
の
た
め
の
講
座
」
と
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
も
っ
と
多

く
の
方
に
も
知
っ
て
い
た
だ
き
参
加
し

て
欲
し
い
で
す
。

■
今
後
へ
の
期
待
【
本
山
】

こ
れ
ま
で
を
大
き
く
ま
と
め
る
と
、

メ
デ
ィ
ア
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
市
民

の
手
に
取
り
戻
す
こ
と
が
大
き
な
課
題

と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
こ
の
意
味
で
、
今
後
は
一
層
充

実
し
た
内
容
の
、
市
民
の
実
践
的
な
成

果
を
も
期
待
で
き
る
よ
う
な
講
座
の
展

開
が
望
ま
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
も
っ
と
も
っ
と
、

ふ
り
返
り
・
講
座
準
備
会
に
、さ
ま
ざ
ま

な
世
代
、
立
場
の
市
民
が
多
く
集
う
機

会
に
な
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま

す
。
同
じ
モ
ノ
サ
シ
、
同
じ
関
心
な
ど
、

お
互
い
に
価
値
観
が
同
じ
と
は
限
ら
な

い
か
ら
こ
そ
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
で
、

立
場
で
、
物
事
が
見
え
て
く
る
。
特
に
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
っ
て
い
く
学
生

を
は
じ
め
と
す
る
若
者
た
ち
が
、
積
極

的
に
関
わ
り
た
く
な
る
よ
う
な
講
座
に

な
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
声
を
、
世
代
を
超
え
て
共
有

す
る
。
そ
う
し
た
意
見
交
換
は
、
と
て

も
大
切
な
気
が
し
ま
す
。
今
後
の
講
座

の
展
開
に
期
待
し
、
広
く
参
加
を
呼
び

か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
こ
の
講
座
は
、
今
後
も
月
１
回
程
度

の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
く
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊

こ

れ

ま

で

講

座

で

取

り

上

げ

た

テ

ー

マ

・

講

師

回 日 時 テ ー マ 講 師

１
１月１８日（水）

これからの報道と市民のリテラシー

―マスメディア・ジャーナリズム再考―

藤田 博司（元上智大学、

元共同通信社記者）

１月２５日（水） 第１回のふり返り・講座準備会 ――

２
２月１５日（水）

〈オンナ・コドモ〉のジャーナリズム

―３．１１以後の報道から考える―

林 香里（東京大学、ジャーナ

リズム・マスメディア研究）

２月２２日（水） 第２回のふり返り・講座準備会 ――

３
４月８日（日）

市民メディアの現状と課題

―多様なメディア社会の実現に向けて―

下村 健一（内閣審議官、

市民メディア・アドバイザー）

４月１１日（水） 第３回のふり返り・講座準備会 ――

４
６月２１日（木）

報道と情報発信のこれから

―ソーシャル・メディアの可能性―

上杉 隆

（元ジャーナリスト）

６月２７日（水） 第４回のふり返り・講座準備会 ――

５
７月２９日（日）

くにたち市民メディア構想会議

―市民がメディアの主役になるために―

白石 草（OurPlanet-TV 代表、

一橋大学等講師）

８月１日（水） 第５回のふり返り・講座準備会 ――

自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

第
３
回
で
は
、
震
災
報
道
や
市
民
メ
デ
ィ

ア
の
可
能
性
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
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〈〈子子どどもも向向けけ夏夏休休みみ自自由由研研究究 iinn 南南市市民民ププララザザ〉〉

わわくくわわくく化化学学実実験験！！
～～万万華華鏡鏡をを作作ろろうう～～

 
〈〈図図書書室室ののつつどどいい〉〉

子子どどもものの無無縁縁社社会会
つつななががりりがが希希薄薄化化ししたた社社会会でで翻翻弄弄さされれるる子子どどももたたちち

男性の料理教室男男性性のの料料理理教教室室

くにたち地域活動入門

回 日 時 テーマ 講 師

１ ９月１１日
くにたちの地域活動の

歴史を知る

た か し

町村 敬志
（一橋大学）

２ ９月２５日

〈パネルディスカッション〉

くにたちで活動している

人・団体を知る

活動報告者

３ １０月１６日

〈ワークショップ〉

自分にできることは

何か、考える

村上 徹也
（市民社会コンサ

ルタント）

講 師 「くにたちヤッホー☆広場」の皆さん

夏休み本番！ 学校や家ではできない科学実験に挑戦し

てみませんか。

今回は光の屈折を学ぶために万華鏡を作ります。筒を回

すだけでコロコロ形が変わる不思議な見え方はどのような

理由で起こるのでしょうか。また、万華鏡以外にも光の屈

折を利用したものはあるのでしょうか。実験を通してみん

なで楽しく学びましょう。

講師は「くにたちヤッホー☆広場」で活動している大学

生の皆さんです。各自専攻している専門領域をいかして、

実験をサポートしていただきます。

＊「くにたちヤッホー☆広場」とは…教師を目指す大学生
によるボランティア団体です。毎回、子どもたちと遊ぶ
さまざまなイベントを企画しています。

と き ８月２２日（水）昼２時～４時半

ところ 南市民プラザ 多目的ホール

対象・定員 小学生 １５名（先着順）

費 用 ３００円（材料費と保険料）

申込先 ８月８日（水）朝９時～

公民館�（５７２）５１４１

■■南南市市民民ププララザザへへのの行行きき方方■■

①ＪＲ南武線矢川駅より徒歩約２０分

②コミュニティバス「くにっこ」泉コース「くにたち南市

民プラザ」バス停下車

③立川バス 「国立泉団地」行き終点で下車、または「国

立操車場」行き「国立泉団地入口」下車、徒歩５～１０分

お 話 石川 結貴（ノンフィクション作家）

無縁社会と聞くと、高齢者などの単身世帯の問題をイ

メージされるかもしれません。しかし、親子や子どもを見

守る地域でも“気付かない”、“気にかけない”、“知ること

ができない”…そんな関係が問題となっています。社会的

弱者である子どもが、つながっているようで希薄化してい

る人間関係にどのように翻弄されているのでしょうか。

石川さんは家族や子育て、児童虐待、教育問題を綿密に

取材し、現場の声をメディアなどで発表されています。

今回は子どもの現状を知り、私たちがどのようにして寄

り添っていけるのかをご一緒に考えていきましょう。

〈石川さんの本〉

『ルポ子どもの無縁社会』（中央公論社）、『家族は孤独でで

きている』（毎日新聞社）ほか多数

と き ９月８日（土）朝１０時半～１２時

ところ 公民館 ３階講座室 ＊ご自由においでください。

＝ 子どもと作るふわふわハンバーグ ＝
今回は子どもが大好きなハンバーグを作りましょう。ハ

ンバーグをふわふわにするにはちょっとしたコツがありま

す。ほかにスープ、トマトのマリネ、ごはん、冷たいデザー

トを作ります。

皆さんご一緒に楽しく昼ごはんを作りましょう！

※子どもと保護者（父・祖父など）のペア形式で行います。

講 師 北川 みどり（管理栄養士）

と き ８月１９日（日）朝１０時～１時

ところ 福祉会館 ３階料理講習室

定 員 子どもと保護者 １２組（先着順）

費 用 １組 １３００円（予定額）

※８月１７日（金）までに公民館へお支払いください。お支

払いのない場合はキャンセル扱いになります。

受付時間：朝９時～夕５時（月曜日以外）

食材購入後のキャンセルは実費を負担していただきます。

精算は教室の当日に行います。

持ち物 エプロン、頭巾（タオルでも可）、筆記用具、

ポリ袋（ゴミ持ち帰り用）

申込先 ８月７日（火）朝９時～

公民館�（５７２）５１４１

私たちの暮らしている国立で、あなたの経験やチカ
ラを活かしてみませんか。

「地域活動」とは何なのかを学ぶことから始め、自分に

できる活動を探していく講座の続編です。

国立には地域活動が活発に行われてきた歴史があり、現

在も多くの方がそれぞれに合った活動をされています。

今このまちが抱えている課題とは、どのようなものでし

ょうか。また、その課題に対して私たちはどのように関わ

っていくことができるのでしょうか。一人ひとり、自分に

合った活動を探してみましょう。

と き いずれも火曜日 夜６時半～８時半

ところ 公民館 ３階集会室

定 員 ３０名（先着順）

申込先 ８月７日（火）朝９時～

公民館�（５７２）５１４１

学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、��

����������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������
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メドレーリレー

１００ｍ

２００ｍ

１００ｍ

リレ－個人メドレー

１００ｍ

※４名の合計年齢が１６０歳以上・
２４０歳以上が参加条件。

バタフライ

２５ｍ

５０ｍ

２５ｍ

背泳ぎ平泳ぎ自由形

１００ｍ

４００ｍ

小学１・２年生

小学３・４年生

小学５・６年生

中学／高校／一般

４０歳以上

６０歳以上

チャレンジカップ

一 般

リレー※

秋秋
季季
軟軟
式式
野野
球球
大大
会会

と

き

９
月
２
日
�
～
１０
月
１４
日
�

の
日
曜
日
（
雨
天
順
延
）

と
こ
ろ

多
摩
川
河
川
敷
公
園
野
球
場

資

格

市
内
在
住
・
在
勤
者
で
編
成

さ
れ
た
チ
ー
ム

主
将
会
議

８
月
７
日
�
夜
７
時
～

総
合
体
育
館
２
階
会
議
室

新
規
加
入
チ
ー
ム
は
事
前
に
左
記
へ
。

あ
ま
だ

連
絡
先

天
田
（
５７７
）
６
２
０
３

ソソ
フフ
トト
テテ
ニニ
スス
大大
会会

と

き

中
学
男
女

９
月
２
日
�
朝
９
時
～

一
般
及
び
シ
ニ
ア
男
女

１０
月
２１
日
�
朝
９
時
～

予
備
日
１０
月
２８
日
�

と
こ
ろ

広
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

試

合

ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦

資

格

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
連

盟
会
員

参
加
費

１
人
５００
円
（
中
学
生
無
料
、

高
校
生
２００
円
）

受

付

中
学
男
女
８
月
１８
日
�
締
切
、

一
般
及
び
シ
ニ
ア
１０
月
６
日

�
締
切

申
込
先

国
立
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

連
絡
先

加
藤
（
５７２
）
４
７
２
８

ソソ
フフ
トト
ボボ
ーー
ルル
大大
会会

と

き

一
般
男
子
の
部

９
月
１６
日

�
～
１１
月
４
日
�
の
日
曜
日

小
学
生
の
部

９
月
９
日
�

同
予
備
日

９
月
１６
日
�

と
こ
ろ

谷
保
第
三
公
園

処
理
場
上
部
公
園

代
表
者
会
議

８
月
１８
日
�

小
学
生
の
部

夜
６
時
～

一
般
男
子
の
部

夜
７
時
～

総
合
体
育
館
２
階
会
議
室

つ
ち
は
し

連
絡
先

土
橋
（
５７６
）
４
５
５
２

硬硬
式式
テテ
ニニ
スス
大大
会会

種種

目目

女
複
Ｂ

９
月
８
日
�
、
男

複
Ｂ

９
月
９
日
�
、
女
複
Ａ

９
月
１５
日
�
、
男
複
Ａ

９
月
１６

日
�
、
男
壮
年
単
・
女
単

１０
月

６
日
�
、
ジ
ュ
ニ
ア

１０
月
７
日

�
、
混
合
複
Ｂ

１０
月
１３
日
�
、

男
単
Ｂ

１０
月
１４
日
�
、
混
合
複

Ａ

１０
月
２０
日
�
、
男
単
Ａ

１０

月
２７
日
�

各
種
目
共
通
予
備
日

１１
月
４
日
�
・

１１
日
�
・
１８
日
�
・
２５
日
�

と
こ
ろ

広
場
コ
ー
ト

資

格

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

連
盟
加
入
者
。
複
は
一
人
該
当
で

可
。
壮
年
は
当
年
で
５０
歳
以
上
。

参
加
費

一
般

千
５００
円

連
盟
加
入
者
・
学
生

千
円
、

ジ
ュ
ニ
ア

５００
円

締

切

８
月
２３
日
�
（
ジ
ュ
ニ
ア
は

９
月
３０
日
�
）

申
込
先

各
ク
ラ
ブ
理
事
、
サ
ン
ラ
イ

ズ
テ
ニ
ス
（
５８０
）
２
４
４
１

連
絡
先

平
田
（
５７４
）
０
５
３
４

詳
細
は
国
立
市
テ
ニ
ス
連
盟
Ｈ
Ｐ
参
照

少少
年年
野野
球球
大大
会会

と

き

９
月
９
日
�
～
１２
月
２
日
�

の
日
曜
日
・
祝
日

と
こ
ろ

処
理
場
上
部
グ
ラ
ウ
ン
ド

一
部
（
小
学
５
、
６
年
生
）

二
部
（
小
学
４
年
生
以
下
）

申
込
先

佐
伯
（
５７２
）
７
０
６
３

水水
泳泳
大大
会会

と

き

９
月
２３
日
�
朝
９
時
～
４
時

と
こ
ろ

総
合
体
育
館

室
内
プ
ー
ル

資

格

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

在
ク
ラ
ブ
者

参
加
制
限

一
人
２
種
目
以
内

（
た
だ
し
リ
レ
ー
、
一
般
男
女
４００
ｍ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
は
除
く
）

参
加
費

個
人

１
種
目
３００
円

リ
レ
ー

１
チ
ー
ム
千
円

※
小
学
生
の
参
加
費
は
無
料

受

付

８
月
２５
日
�
、
２６
日
�

い
ず
れ
も
昼
１
時
半
～
４
時

総
合
体
育
館
ロ
ビ
ー
。
小
中
学

生
の
参
加
は
父
母
の
承
諾
書
が

必
要
（
要
印
鑑
）。
電
話
に
よ

る
申
込
み
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

申
込
書
は
事
前
に
総
合
体
育
館

ロ
ビ
ー
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

連
絡
先

市
村
０９０
（

１２１８
）
３
３
０
７

種
目
・
年
齢
区
分

※
い
ず
れ
も
男
女

ササ
ッッ
カカ
ーー
大大
会会

■
一
般
の
部

と

き

１１
月
１１
日
�
～
１２
月
２
日
�

の
日
曜
日

と
こ
ろ

河
川
敷
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

資

格
①
１８
歳
以
上
の
在
住
・
在
勤
者

で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
。

②
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
認
定
の

審
判
資
格
保
持
者
を
３
名
以

上
登
録
で
き
る
こ
と
。

③
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
し
て

い
る
こ
と
。

④
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
正
副
２
式

所
有
の
こ
と
。

参
加
費

１
チ
ー
ム
１
万
５
千
円

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
チ
ー
ム
名
、
代

表
者
名
、
連
絡
先
を
明
記

し
て
左
記
住
所
へ
送
付

申
込
先

〒
１８６
―

０００１

国
立
市
北
１
―

１
―
７

内
堀
一
博

宛

締

切

８
月
２５
日
�
着
ま
で

問
合
先

内
堀
（
５７７
）
３
２
４
８

■
少
年
の
部

と

き

９
月
２３
日
�
～
１１
月
４
日
�

の
日
曜
日

と
こ
ろ

河
川
敷
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
及

び
市
内
小
中
学
校
校
庭

資

格

①
国
立
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
少

年
部
登
録
チ
ー
ム
及
び
市
内
小
中

学
校
チ
ー
ム
、
②
選
手
を
１１
名
以

上
登
録
で
き
る
こ
と
、
③
大
人
の

責
任
者
が
引
率
で
き
る
こ
と
。
引

率
は
学
生
不
可

参
加
費

１
チ
ー
ム
５００
円

申
込
方
法

左
記
に
電
話
に
て

締

切

８
月
２５
日
�

申
込
先

内
堀
（
５７７
）
３
２
４
８

ババ
レレ
ーー
ボボ
ーー
ルル
大大
会会

■
女
子
の
部
（
９
人
制
）

９
人
制
女
子
一
般
規
則
に
準
ず
る
が
、

ボ
ー
ル
は
４
号
球
を
使
用
す
る
。

と

き

１０
月
１４
日
�
朝
９
時
～

と
こ
ろ

総
合
体
育
館

抽
選
会

９
月
２８
日
�
夜
７
時
～

総
合
体
育
館

２
階
会
議
室

連
絡
先

矢
口
０９０
（

２４２５
）
２
３
１
９

■
男
子
の
部
（
６
人
制
）

と

き

９
月
３０
日
�

第
５１
回

国
立
市
民
体
育
祭

主
催

国
立
市
体
育
協
会
加
盟
団
体

後
援

国
立
市
教
育
委
員
会

く
に
た
ち
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

個人的・集団的力量を発達させる権利である。

����������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������
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と
こ
ろ

総
合
体
育
館

連
絡
先

佐
土
原
（
５７５
）
７
６
６
１

�
以
下
は
男
女
共
通
�

参
加
資
格

連
盟
加
盟
チ
ー
ム
及
び
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
（
高
校
生
以

上
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

参
加
費

加
盟
チ
ー
ム

２
千
５００
円

未
加
盟
チ
ー
ム

７
千
円

※
詳
細
は
各
連
絡
先
ま
で

市市
民民
ゴゴ
ルル
フフ
大大
会会

と

き

９
月
１３
日
�

と
こ
ろ

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

豊
岡
コ
ー
ス

参
加
資
格

市
内
在
住
・
在
勤
者
・
役

員
が
認
め
た
方

競
技
方
法

１８
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
（
新
ペ
リ
ア
方
式
）

登
録
費

２
千
５００
円

プ
レ
ー
費

１
万
８
千
７４０
円

募
集
人
員

１００
名
（
先
着
順
）

問
合
先

時
田
（
５７５
）
１
１
８
８

ババ
ドド
ミミ
ンン
トト
ンン
大大
会会

と

き

１０
月
７
日
�
朝
９
時
～

と
こ
ろ

総
合
体
育
館

資

格

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

種

目

一
般
男
女
ダ
ブ
ル
ス

（
一
部
・
二
部
・
三
部
）

参
加
費

１
ペ
ア

２
千
円

申
込
受
付

総
合
体
育
館

会
議
室

９
月
２２
日
�
夜
６
時
～
７
時

連
絡
先

丹
野
（
５７６
）
８
８
５
２

あ
け
た

明
田
（
５７５
）
２
３
７
２

陸陸
上上
競競
技技
選選
手手
権権
大大
会会

と

き

１０
月
２１
日
�
朝
９
時
～

（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ

一
橋
大
学
陸
上
競
技
場

種

目

一
般
男
子
（
１３
種
目
）
１００
・

２００
・
４００
・
８００
・
千
５００
・
５
千
ｍ
・
１００

ｍ
（
３５
・
４０
歳
以
上
）、
４００
ｍ
リ

レ
ー
、
走
幅
跳
、
走
高
飛
、
砲
丸

投
、
円
盤
投

一
般
女
子
（
８
種
目
）
１００
・
２００
・
４００
・

８００
ｍ
、
５
千
ｍ
（
４０
歳
以
上
）、

４００
ｍ
リ
レ
ー
、
走
幅
跳
、
走
高
飛

高
校
男
子
（
９
種
目
）

１００
・
２００
・

４００
・
８００
・
千
５００
・
５
千
ｍ
、
４００
ｍ

リ
レ
ー
、
走
幅
跳
、
走
高
飛

中
学
男
子
（
１０
種
目
）
１００
・
２００
ｍ（
学

年
別
）、
２
千
ｍ
、
４００
ｍ
リ
レ
ー
、

走
幅
跳
、
走
高
飛

中
学
女
子
（
１０
種
目
）
１００
・
２００
ｍ（
学

年
別
）、
８００
ｍ
、
４００
ｍ
リ
レ
ー
、

走
幅
跳
、
走
高
飛

小
学
生

４００
ｍ
リ
レ
ー

参
加
制
限

リ
レ
ー
を
除
き
１
人
３
種

目
、
女
子
は
一
般
、
高
校
の

区
別
な
し

資

格

市
内
在
住
、
在
勤
者

参
加
費

一
般
５００
円
、
高
校
生
３００
円
、

中
学
生
２００
円
、
リ
レ
ー
の
み

５００
円
、
小
学
生
無
料

受

付

郵
送
の
み

９
月
１３
日
締
切

連
絡
先

〒
１８６
―

０００１
国
立
市
北
２
―
１０
―
６

関
口
巳
之
吉
（
５７２
）
７
４
５
４

日日
本本
拳拳
法法
大大
会会

と

き

９
月
１６
日
�
昼
１
時
～

と
こ
ろ

総
合
体
育
館

第
二
体
育
室

試

合

空
乱
撃
・
実
乱
撃

種

目

空
乱
撃
（
小
学
生
・
中
学
生
・

一
般
）、
実
乱
撃
（
一
般
）

資

格

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

及
び
日
本
拳
法
会
会
員

参
加
費

５００
円

受

付

９
月
２
日
�
ま
で

防
具
使
用
に
つ
き
、
必
ず
事

前
に
問
合
せ
の
こ
と
。

問
合
先

日
本
拳
法
会
事
務
局

浅
見
０９０
（

９３１７
）
０
９
５
９

剣剣
道道
大大
会会

と

き

１０
月
２８
日
�
朝
９
時
～
５
時

と
こ
ろ

総
合
体
育
館

第
一
体
育
室

試

合

小
学
生
基
本
の
部
（
会
員
）、

小
学
低
学
年
・
高
学
年
の
部
、

中
学
男
子
・
女
子
の
部
、
高

校
の
部
、
市
内
中
学
団
体
戦

参
加
資
格

市
内
在
住
・
在
校
者

参
加
費

国
立
剣
道
連
盟
会
員
以
外
は

一
人
５００
円
（
当
日
受
付
に
）

申
込
先

９
月
９
、
１６
、
２３
の
日
曜
日

朝
９
時
～
１２
時
。
五
小
体
育

館
の
国
立
剣
道
連
盟
稽
古
時

に
（
大
会
当
日
受
付
不
可
）

あ
み
や

問
合
先

網
谷
（
５７４
）
８
２
１
４

主

管

国
立
剣
道
連
盟

アア
クク
アア
スス
ロロ
ンン
大大
会会

と

き

１１
月
３
日
（
土
・
祝
）

と
こ
ろ

総
合
体
育
館
及
び
そ
の
周
辺

種

目

小
学
生
低
学
年
の
部

ス
イ
ム
５０
ｍ
・
ラ
ン
１
�

小
学
生
高
学
年
の
部

ス
イ
ム
１００
ｍ
・
ラ
ン
２
�

中
学
生
の
部

ス
イ
ム
２００
ｍ
・
ラ
ン
３
�

高
校
生
の
部
及
び
一
般
の
部

ス
イ
ム
４００
ｍ
・
ラ
ン
４
�

親
子
の
部
Ａ
（
低
学
年
）

ス
イ
ム
５０
／
１００
ｍ
・
ラ
ン
１
�

親
子
の
部
Ｂ
（
高
学
年
）

ス
イ
ム
１００
／
１００
ｍ
・
ラ
ン
２
�

資

格

小
学
生
以
上
の
健
康
な
男
女

参
加
費

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
の

部
千
円

一
般
の
部
千
５００
円

親
子
の
部
２
千
円

申
込
先

国
立
市
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
連

合
（
１０
月
２８
日
�
必
着
）

連
絡
先

吉
野
（
５７７
）
０
２
８
６

卓卓
球球
大大
会会

と

き

１１
月
４
日
�
朝
９
時
～

と
こ
ろ

総
合
体
育
館

種

目

①
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校

生
以
上
３９
歳
以
下
・
４０
代
・

５０
代
・
６０
代
・
７０
代
以
上
男

女
（
リ
ー
グ
戦
）

②
一
般
（
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
）

年
代
別
参
加
者
は
重
複
可
。

参
加
人
数
に
よ
り
種
目
変
更
あ
り
。

資

格

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

参
加
費

小
・
中
学
生
・
６０
歳
代
以
上

５００
円
。
そ
の
他
７００
円

受

付

９
月
８
日
�
～
１０
月
７
日
�

と

や

申
込
先

外
谷
（
５７５
）
４
７
２
２

（
月
曜
の
ぞ
く
）

ミミ
ニニ
テテ
ニニ
スス
大大
会会

と

き

１２
月
９
日
�
朝
９
時
～
５
時

と
こ
ろ

総
合
体
育
館

資

格

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

１８
歳
以
上

種

目

男
女
・
女
女

年
代
別
ダ
ブ
ル
ス
戦

参
加
費

１
人
千
円
（
保
険
代
含
む
）

申
込
受
付

１０
月
３１
日
�
ま
で

申
込
先

横
山
０８０
（

１０５０
）
８
７
１
１

第５７回 くにたち市民文化祭
◎ 合同いけ花展のお誘い

1０月２０日（土）、２１日（日）に「合同いけ花展」を

開催します。個人・グループを問いません。参加をお

待ちしています。

打合せ会

と き ８月２８日（火）朝１０時半～１２時半

ところ 公民館 ３階講座室

連絡先 安丸�（５７３）２１１２

◎ 市民総合美術展にご出品ください！
１２月４日(火）～１２月９日（日）

◆会場…公民館 １階ロビー（写真）、地下ホール（絵

画・工芸）、３階講座室（工芸・書・拓本）

出品申込 １１月１６日（金）～１８日（日）

受付場所 公民館 ３階小集会室

受付時間 朝１０時～夕５時

＊詳しくは公民館等で配布のチラシをご覧ください。

事務局 公民館�（５７２）５１４１

学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、��

����������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������

2012年（平成24年）8月5日く に た ち 公 民 館 だ よ り第６３０号（5）
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青青年年室室企企画画【【私私たたちちのの平平和和講講座座】】

戦戦後後世世代代がが向向きき合合うう父父親親・・祖祖父父のの戦戦争争体体験験
～～ドドキキュュメメンンタタリリーー映映像像ととおお話話かからら～～

講 師 渡辺 龍也（東京経済大学）

食料品や衣類など、近年身近に購入できる機会が多くな

ったフェアトレード産品。これらはどのような試みを経て

生み出され、私たちの手に届くのでしょうか。

今回は途上国の貧困問題や環境問題など、フェアトレー

ドをめぐる背景と現状、これからの課題について学びます。

フェアトレードの理念と実践の先に見える「豊かさ」を

ご一緒に考えてみましょう。

〈渡辺さんの本〉『フェアトレード学―私たちが創る新経済

秩序』（新評論）、『「南」からの国際協力―バングラデシュ

グラミン銀行の挑戦』（岩波書店）ほか

と き ８月３０日（木）夜７時～９時

ところ 公民館 ３階集会室

定 員 ２５名（先着順）

申込先 ８月８日（水）朝９時～

公民館�（５７２）５１４１

演奏とお話 アンサンブルりんのね（演奏グループ）

公民館では夏の節電対策の一環として、７月～９月末ま

での期間、市民交流ロビーを活用して“市民涼みの広場”

を開設しています。そこで今回は、涼しい音楽を共に楽し

むロビーコンサートを開催します。

演奏はヘルマンハープのグループです。ヘルマンハープ

とは、今から２５年程前に、ドイツの農場主へルマン・フェー

氏がダウン症の息子さんにも弾けるようにと、願いを込め

て作った小型のハープです。五線譜が読めなくても演奏が

でき、奏でる喜びを誰もが楽しむことができるバリアフ

リーの楽器として幅広い年齢層に親しまれています。

ロビー横の「喫茶わいがや」の冷たい飲み物と共に、ヘ

ルマンハープの癒しの音色で涼みませんか。

※このイベントは青年室メンバー有志との共同企画です。

と き ９月８日（土）昼２時～３時頃

ところ 公民館 １階市民交流ロビー

＊ご自由においでください。

お 話 倉橋 綾子
（著書『憲兵だった父の遺したもの』高文研）

大森 淳郎（ＮＨＫディレクター）

上 映 『祖父の戦場を知る』（２００６年放映、ＮＨＫ）

終戦から６７年がたち、戦後に生まれた世代は、戦争へ

の「想像力」を失いがちです。この講座では、元日本兵

である家族の戦争体験に向き合い、かつての戦争を自分

自身にかかわる今の問題として考えてきた倉橋さんのお

話と、大森さんの映像作品から学びたいと思います。

倉橋さんの父親は、亡くなる間際に戦争中の自らの行

為を謝罪する遺言を残しました。遺言をきっかけに、倉

橋さんは父親の戦争体験のみならず、体験を問うことが

なかった自分自身の戦後史をも見つめ直していきます。

また、数々の戦争に関するドキュメンタリー番組を手

がけてきた大森さんは、倉橋さんのように家族の戦争体

験と向き合う戦後世代の姿を映像で記録してきました。

戦争体験者の子ども世代、孫世代である私たちの戦争

への向き合い方を一緒に考えてみませんか。

と き ９月２日（日）昼２時～５時

ところ 公民館 ３階講座室

定 員 ３５名（先着順）

申込先 ８月９日（木）朝９時～

公民館�（５７２）５１４１

監督・脚本 今村昌平 原作 井伏鱒二

脚本 石堂淑朗 撮影 川又昂 音楽 武満徹

出演 田中好子、北村和夫、市原悦子、沢たまき、

三木のり平、小沢昭一、小林昭二ほか

被爆者の悲劇を淡々と静謐な筆致で描いた井伏鱒二の

名作を、巨匠・今村昌平監督が映画化した力作。抑制を

効かせながらも力感溢れる演出と、深みのある美しいモ

ノクロ映像が静かに戦争の残酷さを訴える。

と き ８月２６日（日）昼２時～

ところ 公民館 地下ホール

定 員 ８５名（先着順）

＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合

は入場を制限させていただきます。

ほかの平和関連事業（８月）

①６日（月）～１９日（日）

「ふつうの日になったのか原爆の日」展

②１１日（土）昼２時～４時 「被爆体験を聞くつどい」

③１９日（日）昼２時～４時

「元少年飛行兵 私達の戦争体験」

ところ ①②…公民館１階ロビー、③…公民館地下ホール

問合先 ①③…市民協働推進課�（５７６）２１１１（代表）

②…公民館�（５７２）５１４１

＊①③の詳細は市報８月５日号をご覧ください。

≪市民交流ロビー・涼み処の音楽会≫

ヘルマンハープ・コンサート

〈シネボックス 公民館映画会〉

『 黒 い 雨 』
今村プロ＝林原グループ １９８９年 白黒１２３分

〈〈多多文文化化共共生生事事業業〉〉世世界界のの貧貧困困とと私私たたちち 第第１１回回

世世界界ととつつななががるるフフェェアアトトレレーードド学学

http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kominkan/

平和を考える夏 ～講座・催しのおしらせ～

����������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������

（6）第６３０号く に た ち 公 民 館 だ よ り2012年（平成24年）8月5日
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水
泳
会
員
募
集

か
も
め
ク
ラ
ブ

夏
で
す
。
初
心
者
の
方
も
泳
げ
る
方

も
一
緒
に
泳
ぎ
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
も

上
級
者
も
４
人
の
コ
ー
チ
の
指
導
を
受

け
、
楽
し
く
泳
い
で
い
ま
す
。
男
女
問

わ
ず
新
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時

毎
週
金
曜
日

朝
１０
時
～
１２
時

場
所

総
合
体
育
館

室
内
プ
ー
ル

か
ん
ば
や
し

連
絡
先

上
林
（
５７２
）
１
０
８
９

水
泳
ク
ラ
ブ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
会
員
募
集

健
康
と
体
力
ア
ッ
プ
に
楽
し
く
一
緒

に
泳
い
で
み
ま
せ
ん
か
。
コ
ー
チ
と
会

員
は
女
性
の
み
で
す
。
初
級
、
中
級
、

上
級
に
分
か
れ
て
指
導
を
受
け
ま
す
。

体
験
大
歓
迎
で
す
。

日
時

毎
週
火
曜
日

昼
１２
時
～
２
時

場
所

総
合
体
育
館

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先

奥
村
（
５７２
）
２
２
５
２

詩詩ののワワーーククシショョッッププ 第第１１１１期期
講 師 福間 健二（詩人・首都大学東京教授）

し ろう やす

ゲスト講師 ９月１５日 鈴木 志郎康（詩人）

９月２９日 井川 博年（詩人）

詩を書くための実践講座です。

日本語のできる人ならだれでも参加できます。

経験のあるなしを問わず、自分に対して、そしてこ

の世界に対して、「新鮮な驚き」を求めている人を歓

迎します。

言葉遊びと、現代詩の作品を読むことをとおして、

どんなふうに詩が生まれるのかを確かめます。

そして、課題に対して書いた自分たちの作品を読み、

感想や意見を出し合います。

今期は、ソネット、６行詩、４行詩といった短い作

品の形式についても学びたいと思います。

ゲスト講師のお二人には、自作の朗読と詩作をめぐ

るトークをしてもらいます。

出会いの中に、詩の未来を照らしだす光が生まれる。

その瞬間を目撃してください。

と き ９月１日、１５日、２９日、１０月１３日、２７日、

１１月１０日（全６回）

隔週土曜日 昼３時～５時

ところ 公民館 ３階講座室

定 員 ３０名（先着順、３０名のうち１５名まで初めての

受講者を優先します）

申込先 ８月７日（火）朝９時～

公民館�（５７２）５１４１

〈〈社社会会体体育育事事業業〉〉

「「街街をを・・山山をを歩歩くく」」第第��回回
と き ９月１８日（火）※雨天中止

集 合 谷保駅北口 朝９時

実施方面 秦野市「弘法山公園」方面

対 象 市内在住、在勤者

パンフレット ９月３日（月）より市役所３階生涯学習課、

公民館、総合体育館、北・南市民プラザで配布します。

内容を確認のうえ９月４日（火）～１１日（火）にお申込

みください。

「「みみんんななのの水水中中運運動動＆＆水水泳泳教教室室」」
と き ９月５日（水）～１０月３１日（水） 毎週水曜日

朝１０時～１２時（全８回）※１０月２４日はお休み

ところ 総合体育館 室内プール 定員 ４０名

指導員 国立市スポーツ推進委員 堀 政代 ほか

対 象 市内在住、在勤者 保険料 １日につき１５０円

持ち物 水着・水泳帽子・ゴーグル・保険料

申込み ８月１４日（火）～２１日（火）朝１０時～夕５時

（昼１２時～１時は除く）電話申込み

社会体育事業の申込み・問合せは、生涯学習課 社会教育・

体育担当�（５７６）２１０７（直通）まで。

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

７
月
１０
日
（
火
）
第
２８
期
第
２１
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１４
名
、
館
長
、
職

員
３
名
。
傍
聴
３
名
。

前
回
の
議
事
録
確
認

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

７
月
号
の
表
紙
、
講
座
報
告
「
介
護

短
歌
は
じ
め
ま
せ
ん
か
」
は
、
参
加
者

の
短
歌
を
七
夕
の
短
冊
風
に
掲
載
し
て

い
る
の
が
工
夫
さ
れ
て
い
て
面
白
い
と

の
感
想
あ
り
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会

６
月
１９
日
（
火
）
の
定
例
会
は
台
風

の
た
め
予
定
よ
り
早
め
に
終
了
し
、
次

回
７
月
の
定
例
会
で
再
度
、
答
申
の
内

容
を
確
認
す
る
と
の
報
告
あ
り
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

７
月
１５
日
（
日
）、
委
員
部
会
の
全

体
会
と
第
一
回
研
修
会
を
開
催
、
講
師

は
駒
澤
大
学
教
授
の
萩
原
建
次
郎
さ
ん
。

国
立
か
ら
は
委
員
１０
名
が
参
加
の
予
定
。

○
そ
の
他

・
９
、
１０
月
の
定
例
会
で
第
２８
期
公
運

審
の
活
動
の
ま
と
め
を
行
う
。

以
前
意
見
の
あ
っ
た
公
運
審
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
設
け
る
こ
と

と
な
っ
た
。
公
運
審
の
役
割
、
委
員
数
・

開
催
回
数
、
選
出
方
法
に
つ
い
て
小
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
次
回
定
例
会
で

意
見
を
ま
と
め
る
予
定
。

次
回
は
８
月
１４
日
（
火
）
午
後
７
時

１５
分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。（
久
野
）

（８ページにもあります）

朝のラジオ体操、いちっ、にっ、さんっ！�谷保第三公園�

撮影 伴 良子さん（富士見台）

公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。��
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〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
５
１
〉

フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム「
ソ
ラ
ー
ナ
」

憲
法
と
私
た
ち
連
続
講
座
№
３８

憲
法
第
二
十
九
条
「
財
産
権
の
保
障
」

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
講
師
は
西
川
重

則
さ
ん（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）。
沖
縄
県

民
の
現
状
に
つ
い
て
思
い
を
は
せ
な
が

ら
共
に
学
び
ま
し
ょ
う
。
資
料
代
５００
円

日
時

８
月
３１
日
�
夜
６
時
半
～
９
時

場
所

公
民
館

３
階
講
座
室

連
絡
先

実
行
委
（
５７４
）
９
２
１
０

剣
道
強
化
講
習
会

東
京
都
・
国
立
市
・
体
協
の
ジ
ュ
ニ

ア
育
成
強
化
事
業
。
小
中
高
生
の
剣
道

経
験
者
を
募
集
。
受
付

８
月
６
日
朝

９
時
～
１２
時
（
五
小
体
育
館
国
剣
稽
古

時
）。
主
管

国
立
剣
道
連
盟

日
時

８
月
８
日
～
１２
日

朝
９
時
～

昼
３
時

五
小
体
育
館

あ
み

や

連
絡
先

網
谷
（
５７４
）
８
２
１
４

マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
（
も
こ
の
や
）

一
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
参

加
で
き
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ
合
い

な
が
ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
せ
ん
か
。

産
後
の
身
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
お
友

達
作
り
に
も
。

日
時

毎
週
火
曜
日

朝
１０
時
～
１１
時

場
所

市
内
の
集
会
所
な
ど

連
絡
先

三
田
０９０
（

９１０５
）
６
６
８
０

国
立
と
き
わ
会
へ
の
お
誘
い

私
た
ち
、
混
声
合
唱
団
は
一
人
ひ
と

う
た

り
の
声
を
大
切
に
全
員
で
一
つ
の
唱
に

な
る
よ
う
、
そ
の
曲
の
気
持
ち
を
第
一

と
し
な
が
ら
毎
週
楽
し
く
練
習
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
も
い
か
が
で
す
か
。

日
時

毎
週
金
曜
日

夜
７
時
～

場
所

さ
ん
せ
い
ホ
ー
ル

連
絡
先

鶴
岡
（
５７４
）
３
７
５
３

グ
リ
ー
ン
コ
ー
ラ
ス
へ
の
お
誘
い

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
老
若
男
女

懐
か
し
い
曲
や
新
し
い
合
唱
曲
に
も
挑

戦
し
て
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
年
に
一
度
施
設
慰
問
や
発
表
会
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
見
学
に
ど
う
ぞ
。

日
時

毎
週
水
曜
日

朝
１０
時
～
１２
時

場
所

公
民
館

地
下
音
楽
室

連
絡
先

芝
野
（
５７７
）
１
１
０
０

９
月
は
コ
ン
サ
ー

ト
も
行
い
ま
す
！

（
↓
６
ペ
ー
ジ
）

日
曜
日
の
午
後
、
二
小
の
体
育
館
で

こ
の
チ
ー
ム
の
活
動
を
取
材
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。

フ
ッ
ト
サ
ル
は
サ
ッ
カ
ー
の
ミ
ニ
版

と
聞
い
て
い
た
が
、
コ
ー
ト
の
大
き
さ

を
見
て
納
得
。こ
の
広
さ
は
、サ
ッ
カ
ー

の
６
分
の
１
程
度
か
。
人
数
も
ゴ
ー
ル

キ
ー
パ
ー
を
入
れ
て
５
人
。
ゴ
ー
ル
の

大
き
さ
も
、
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
、
幅
３

メ
ー
ト
ル
と
ぐ
っ
と
小
さ
く
、
ロ
ン
グ

シ
ュ
ー
ト
は
ま
ず
無
理
。
選
手
交
代
は

自
由
で
何
回
で
も
入
れ
る
。

さ
て
今
日
は
、
国
立
の
他
の
チ
ー
ム

と
練
習
試
合
。
最
初
は
女
子
中
心
の

チ
ー
ム
の
対
戦
。
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
攻

撃
側
の
４
人
が
コ
ー
ト
内
を
激
し
く
動

き
回
り
、
鋭
い
パ
ス
を
回
し
つ
つ
、
シ

ュ
ー
ト
の
チ
ャ
ン
ス
を
う
か
が
う
。
守

る
側
は
、
こ
の
パ
ス
を
自
由
に
回
さ
せ

ず
、
か
つ
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
さ
せ
な
い

で
こ
の
ボ
ー
ル
を
奪
い
、
攻
撃
に
転
じ

よ
う
と
す
る
。

サ
ッ
カ
ー
と
違
い
オ
フ
サ
イ
ド
が
無

い
の
で
、
相
手
ゴ
ー
ル
間
際
で
の
双
方

の
駆
け
引
き
は
、
サ
ッ
カ
ー
以
上
に
め

ま
ぐ
る
し
い
。
こ
ん
な
小
さ
な
ゴ
ー
ル

に
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
る
の
か
な
と
思
っ

て
い
た
が
、
正
確
で
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る

パ
ス
回
し
と
速
い
動
き
で
、
ゴ
ー
ル
前

で
フ
リ
ー
に
な
る
。
サ
イ
ド
か
ら
の
味

方
の
セ
ン
タ
リ
ン
グ
を
そ
の
ま
ま
シ

ュ
ー
ト
で
決
ま
り
。

代
表
の
磯
和
明
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
サ

ッ
カ
ー
に
比
べ
、
コ
ー
ト
が
小
さ
く
、

人
数
も
半
分
な
の
で
、
全
員
が
常
に

ボ
ー
ル
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
り
楽
し

い
。
結
構
激
し
く
動
く
の
で
バ
テ
る
が
、

交
代
も
自
由
に
で
き
る
の
で
Ｏ
Ｋ
」
と

の
こ
と
。

こ
の
チ
ー
ム
は
、
４
年
ほ
ど
前
に
小

学
生
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
・

親
が
集
ま
っ
て
で
き
た
。
メ
ン
バ
ー
は

３０
代
か
ら
４０
代
が
主
体
で
、
一
部
中
高

生
が
い
る
。
男
性
１５
名
女
性
５
名
程
度
。

初
心
者
か
ら
中
級
者
レ
ベ
ル
で
、
皆
で

楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
。
ち
な

み
に
「
ソ
ラ
ー
ナ
」
と
は
「
陽
だ
ま
り
」

と
い
う
意
味
。
活
動
日
は
週
末
（
主
に

日
曜
の
午
後
）
で
月
に
３
回
程
度
。

新
メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
と
の
こ
と
。

連
絡
先

磯
０８０
（

３２５８
）
６
７
１
１

〈
文
・
写
真

石
垣

章
〉

＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。

１１日（土）昼＊平和講座「被爆体験を聞くつどい」
１９日（日）朝 男性の料理教室

「子どもと作るふわふわハンバーグ」
２２日（水）昼 わくわく科学実験！

「万華鏡を作ろう」
２６日（日）昼＊シネボックス 公民館映画会

「黒い雨」今村昌平監督
３０日（木）夜 多文化共生事業

「世界とつながるフェアトレード学」
９月１日（土）昼～詩のワークショップ
１日（土）昼 市民による市民のためのメディア研究

「続・くにたち市民メディア構想会議」
２日（日）昼 青年室企画「戦後世代が向き合う父親・

祖父の戦争体験」
８日（土）朝＊図書室のつどい「子どもの無縁社会」
８日（土）昼＊市民交流ロビー・涼み処の音楽会

「ヘルマンハープ・コンサート」
１１日（火）夜～くにたち地域活動入門

今月の公民館（８月、９月初）

（７ページにもあります）

金環日食の万華鏡
撮影 小原洋一さん（中）

�この「公民館だより」は再生紙を使用しています�

左すみを狙ってシュート！

市

民

涼
み
の
広
場

公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー
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